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はじめに 

本マニュアル(案)は、従来のPC鋼材あるいは鉄筋の代わりに連続繊維補強材を用いるコンクリ

ート構造物の設計・施工ガイドラインである。使用にあたっては、連続繊維とPC鋼材との併用、

連続繊維と鉄筋との併用も可能であり、建設用先端複合材料技術協会（略称：ACC）の責任にお

いてまとめたものである。 

従来、コンクリート構造物は高耐久性を有しておりメンテナンスフリーといわれていた。しか

し、近年、コンクリート構造物における中性化、塩化物イオンの侵入にともなう鋼材の腐食がコ

ンクリートの耐久性を損なうのもとして社会的に注目を集めており、コンクリート構造物の維持

管理費の増大が懸念され始めている。 

一方、1970年代に高強度、高耐久性、軽量、非磁性などの優れた特徴をもつ材料として連続繊

維補強材が着目されコンクリート構造物に適用する研究が行われてきた。これまでに土木学会か

ら設計・施工指針類が発刊されており、適用にあたっては技術的に十分環境が整備されてきたと

いえる。しかし今日まで、連続繊維補強材は厳しい環境条件に耐えうる反面、鋼材に比較して高

い材料費が建設コストに跳ね返り、初期建設費を主体とした評価では、その採用が困難であった。 

しかし、近年、100年を目安とする構造物の長寿命化がいわれるようになり、初期建設費だけで

なく、維持管理費まで含めたライフサイクルコスト(以下LCC)の評価が取り入れられようとして

いる。このような情勢のなか、連続繊維補強材はもともと高耐久性を有しており、LCCの観点か

らは今後採用の可能性が増加するものと予想される。 

6訂版の主な改訂点は以下のとおりである。 

(1)平成24年の道路橋示方書の書式に準拠し、使いやすくしたこと。 

(2)示方書の改訂に伴い、各許容応力度を見直したこと。 

(3)使用材料として生産されていない製品を削除したこと。 

尚、本マニュアルは連続繊維補強材に関わる点を除き、それ以外は日本道路協会発行の「道路

橋示方書・同解説」(平成14年版)のⅠ共通編および、Ⅲコンクリート橋編に準拠している点に注

目していただきたい。 

ACCでは、初版は平成4年3月に「新素材研究会」が作成した原案を内部資料として発表して以

来、基準改訂のたびにマニュアルを出版してきた。このたび「道路橋示方書」が改訂されたこと

を受けて、6訂版を発刊する運びとなった。 

今後とも連続繊維補強材を用いたコンクリート構造物の発展に本マニュアルが活用されるよう

に祈念してやまない。 


